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お知らせ ． 報告コーナーt----
歴史地瑾教育7月号より ヽ`＇‘

な
ぜ
労
働
組
合
が
防
災
の
本
を
書
く
の
か
。
そ
の

提
言
に
は
他
に
は
な
い
ど
ん
な
特
色
が
あ
る
の
か
。

群
発
地
震
で
名
高
い
伊
豆
の
伊
東
か
ら
熱
海
へ

通
勤
し
て
い
る
私
は
、
他
人
事
で
は
な
く
そ
ん
な

問
題
意
識
で
こ
の
本
を
読
み
す
す
め
た
。

計
二
二
人
の
執
筆
者
た
ち
は
、
自
ら
の
未
曾
有

の
体
験
、
ま
た
心
を
打
つ
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

通
し
て
二
つ
の
こ
と
を
導
き
出
し
て
い
る
。

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
必
ず
し
も
そ
の
通
り
機
能
し
な

い
。
普
段
の
学
校
づ
く
り
、
そ
の
民
主
的
有
り
よ

う
が
非
常
時
に
も
も
の
を
い
う
」

「学
校
は
地
域
の
防
災
拠
点
‘
長
期
5
避
難
所
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
臨
時
の
避
難
所
に
こ
そ
な

る
ぺ
き
学
校
で
は
、
そ
の
た
め
の
設
備
や
養
護
教

諭
の
複
数
配
置
が
欠
か
ぜ
な
い
」

私
は
そ
こ
に
編
者
で
あ
る
全
教
神
戸
市
教
織
員

組
合
の
、
教
育
と
地
域
に
責
任
を
負
う
姿
勢
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
＂
な
ぜ
組
合
か
？
“
で
は
な

い
の
だ
。
組
合
だ
か
ら
こ
そ
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

学
校
防
災
へ
の
本
質
を
つ
い
た
提
言
が
で
き
る
。

私
は
さ
ら
に
あ
の
困
難
な
な
か
で
も
、
い
や
困

全
教
神
戸
市
教
藍
員
組
合
編

斎
藤
浩
志
監
修

『
学
校
防
災
・
神
戸
か
ら
の
提
言
」

難
だ
か
ら
こ
そ
敢
然
と
地
域
に
根
ざ
し
て
行
わ
れ

た
数
々
の
実
践
に
感
動
し
た
。

六
甲
ァ
イ
ラ
ン
ド
小
の
子
ど
も
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
タ
ン
ポ
ポ
劇
団
」
は
、
朝
鮮
民
話
「
三
年
と
う

げ
」
を
仮
設
住
宅
を
巡
回
し
て
民
族
衣
装
で
熱
演

す
る
。
被
災
者
に
限
り
な
い
励
ま
し
を
与
え
た
そ

の
実
践
か
ら
は
、
子
ど
も
が
学
習
を
通
し
て
地
域

の
現
実
と
切
り
結
ぶ
と
い
う
本
来
の
社
会
科
精
神

が
あ
ふ
れ
出
る
。

読
み
終
わ
っ
て
後
、
私
は
桐
藤
直
人
執
行
委
員

長
の
次
の
こ
と
ば
を
深
く
と
ら
え
直
す
こ
と
が
で

き
た
。
「
私
た
ち
が
震
災
と
い
う
非
常
事
態
の
な

か
で
学
ん
だ
こ
と
は
民
主
主
義
の
大
切
さ
で
し
た
。

そ
の
な
か
で
発
揮
さ
れ
る
人
々
の
自
主
的
な
力
の

大
き
さ
で
し
た
。
…
・
・
・
教
職
員
組
合
と
し
て
、
子

ど
も
を
守
り
、
教
識
員
を
守
り
、
教
育
を
守
ろ
う

と
、
駆
け
抜
け
る
よ
う
に
過
ぎ
て
い
っ
た
二
年
間

の
私
た
ち
の
歩
み
…
…
そ
れ
は

一
人
ひ
と
り
の
人

間
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
普
遍
的
な
価
値
に
裏

づ
け
ら
れ
た
歴
史
的
な
営
み
で
あ
っ
た
と
自
負
し

て
い
ま
す
」

（
加
藤
好
一
11
か
と
う
よ
し
か
ず
・

静
岡
県
熱
海
市
立
多
賀
中
学
校
）

＊
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
／
四
六
版
262
ペ
ー
ジ

本
体
一
四
五
六
円

呟
-
泣

「学校防災」神戸からの提言…申し込み受付
…全表神戸書記局「絆」編集係1eヽか、 1arを下でい。

！ iたは、最寄りの書店から直接中 L込み下でい。
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被災地だよリ
---..:---------~ 

これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避難所になった神戸の学校現湯から全国へ
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参議院選挙の結果

被災地の声
9‘*--t,→↓．，-:0 

神戸新聞7/13より

更に反聡廷在位望翠． 

この度の参議院逗季、兵庫逗季区-r11、櫨更者・市民による「市民主法（す

ペての被更者の救援）」の実現を訴える候楕者が、その法案を骨抜きにして

成主した「再建支援法案」を成果と Lて、事実上救援の打ち切りを宣告 Lfこ

候捕者に島ちま Lた。 この鈷果がどれだけ、今も仮設に残る人達を勇気づ'

ける鈷果になったこと -rlょう。

械更地れ1、震史抜3年キ径った今も、仮設入居者は 1万 3000世帯以

上おられます。来春-r も J/.000 世帯が残留の見通 L とか…•。この事実を

抜きに「復興」を給っても空 Lく響くだ lf-rす。抜本的な支援がどうしても

必妻な事を、有権者は清き 1票に託した鈷果-rLfこ。

震
災
、
不
況
…
都
市
部
で
逆
風
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兵
庫
の
都
ら
し
や
雇
用
に
ダ
プ
ル
パ
ン

□
9市
部
、
と
り
チ
と
な
っ
た
9

「
お
ご
る
な

如
わ
け
被
災
地
の
風
は
政
権
に
自
民
」
。
全
国
的
に
自
民
に

血
厳
し
く
吹
い
た
。
参
院
選
兵
匝
め
て
厳
し
い
選
挙
結
果

血
庫
選
挙
区
の
「
自
共
対
決
」
は
、
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
―
―
―

g

は
、
保
守
支
持
層
を
も
取
リ
年
半
を
迎
え
よ
う
と
す
る
被

i

i

込
ん
だ
共
産
・
大
沢
氏
が
制
災
地
を
掏
え
た
兵
庫
で
、
さ

g

し
、
全
国
で
の
自
民
へ
の
厳

．
ら
に
色
濃
く
現
杞
大
沢
氏

〗
し
い
有
権
者
の
姿
勢
を
浮
き
へ
の
支
持
へ
と
つ
な
が
っ

g

彫
り
に
し
た
。
民
主
の
現
職
た
。

―
一
•
本
岡
氏
も
非
自
民
、
非
共
民
主
に
移
っ
た
本
岡
氏
へ

g

産
が
結
集
し
た
「
連
合
・
五
の
な
だ
れ
の
よ
う
な
投
票
行

g

党
協
」
を
軸
に
圧
勝
し
、
結
動
も
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ

g

果
、
複
数
改
選
の
兵
庫
で
自
う
し
た
自
民
へ
の
厳
し
い
批

]
民
は
一
＿＿
十
年
ぶ
り
に
議
席
を
判
の
受
け
皿
に
な
っ
た
形

哀

g

失
っ
た
。

g

深
刻
な
不
況
の
な
か
で
、

g

兵
庫
で
は
各
地
の
地
場
産
業

g

が
大
き
な
痛
手
を
受
け
、
と

．

中
り
わ
け
阪
神
、
神
戸
で
は
生

g

活
復
興
半
ば
の
被
災
地
の
暮

．
仮
設
住
宅
で
の

生
活
が
続
く
神
戸
市
東
灘
区

の
無
職
男
性
（
六
と
か
ら
は
「
情

報
公
開
」
の
注
文
。
「
不
良
債

権
問
題
も
被
災
者
の
公
的
支
援

も
オ
ー
プ
ン
に
議
論
し
、
市
民

の
意
見
を
入
れ
て
決
め
る
ペ

き
」
と
い
う
。
ま
た
同
市
中
央

区
の
歯
科
医
合
七
）
は
「
中
年
層

の
被
災
者
は
住
宅
ロ
ー
ン
や

教
育
費
に
四
苦
八
苦
し
て
い

る
」
と
し
て
、
「
そ
の
世
代
へ

の
個
人
補
償
が
神
戸
の
景
気
回

復
に
つ
な
が
る
」
と
話
し
て
い

椒

(9) 
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．．．．今

校区に今もたくさんの仮設住宅がある港島小学校では、職員研修で、仮設

住宅乞訪問し、安田秋成さん（神戸仮設住宅ネットワーク代表・ポート9イうン

ド第3仮設自治会長）に仮設住宅に住む人達の実態•その思いをお聞きしま

した。以下その要旨乞寄せて頂いたのでお知らせします。

• 一で-----―
はじのに••• •なg語るのか？

i、 地震からの教請乞残したい
， （人の命を守るだのに）

・ハイテクて技術9こ取り囲まれた生

活だが、技術過信はないか？技術が

庄民生活の悶々 iて行き渡ってい

ないのてはないか。特に住宅の問題。

地震て住宅の建物が凶王9こ文わっ

て Lまう現象が起こった。サンフランシス

コや0ス7ンセ・ルスて大地震がおこった

が、死亡者は 60人余りなの 9こ、

で`・`←〒

. ・-ヽ
ヽ

I 

｀ 
・ヽ

. - 1 ロと死の:-］
~ . 

. 6名の禾養失謂の人のうち、すて

3人が亡くなった。

＂でんは仮設ては衰請 Lて主てなく

なった。行政は禾養失謁は病気てはな

いと対応 Lた。お粥を持っていったが

受け付けなかった。死んだとき通帳に

＂万円あった。冷蔵庫は空っぼ。祁

屋にカップうーメンのからがあった。身寄り

はなかったが通帳の 1q万円には手

I仮神汲乃大震更のう日の死亡者は、
I 5 5 0 0人を越え、その内圧死と窒息
，死が88％てある。都市政箪・住宅政

：箪の這いが見えてきた。

！ l.更害が重くの Lかかった。他所得者
層が多いのが特徴となった。

をつけなかった。なゼお会を伎わなか

ったのだろう。それは「これに手をつ

けたら人間てなくなる。お辱式代と L

て残 Lていた。」ということてあった。

お辱式の日、この事を知って A1ん

とはそんなに観 Lい4中てはなかった

人も同じ主湯の人間として怜 L涙を

I流 Lた。

！ 震更ても助かった命なのに、なゼ！

け。

ヽさんの湯合は 400万円も残 Lて

亡くなった。観成がいたが連絡 Lた＜

なヽ＇、仮設を見ヤたくないと言った。

しか L亡くなる前に観成の方に来て

もらったらとても姜んてくれた。安心

lて逝った。

1

1,＇ 

I

I
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:: (2)自立のた-口 （` 

ご［五笠iとり［［］〗［冒：］ 
よりも他い。 I 
ヽさんの湯合、 73オて生活保護を受

けると月 q万円もある。 Lか L生祐保

護を受けない。生祐保護を受けようと

すると、自分の子どもに連絡がいく。

-tども l:t50オを過ぎローンや子ども
に一番お合のいるときだけに心配を

かけたくなし＇とヽ ‘う。 • 

・年寄りはわずかなことが生きがい ！ 

Cでんは 5月に仮設を出ていったが、

ペーハ• -7うワーの会がてきてから元気が

出てきた。私にも花が作れて、何か奈

Lくなってきたというように、希雙を

もつようになった。肴望は自分~たち -r

作って、~< Lかな ¥'0

亡くなった[でんの湯合け食賣と

医療賣を節約 Lていた。 65オを過ぎ

たら仕事はない。文化費はひとつもな

ぃ。お．Lゃれもてきない。女性は仮設

を出た C,負主 Lて生きていこう．と考

えている。自立のための資会を考える

から J』日のために身を創る恵いて0ーソ

クに火を灯すような切りつめた生祐を

する 0 K. 1んは医看へも行かず、．だん

だん物を食べなくなった。

ll (3) 肉体が減ぷ前に、心が••
• ■ ― 
・譲が見ても生祐てきない人がその

iまにされている。ガスもコタツもつ

けない。ゴミを捨てられない人もい

—--丁
I 

.. 

る．

Cでん夫婦は、負分一人-r'”""i
い。夫婦ー錯1こ逝きたいという。大は

心臓病と胃かいようを患っている。奥

さんは人工透析を週3回しなければ

ならなヽ＇。なおかつ 30メート心に一』l

Lながら歩く姿・・・。

（ユ） .‘
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彎
．伍設に住んていることを観成や友

達に知らセない。 Lか Lこの仮設から

-('た人には「近所に来たら寄って欲 L

い」と必→＇言う。ここて温められた人

間としての付き合いを大切 1こしてい

るかしだ。仮設-('Ii肉体が滅ぶ前1こ心

が滅ん-('Lまう。仮設1こいて韓尿病て

両足が腐ったままていて、桑院て両足

を切断した人がいる。負分の体のこと

さえも気に Lない L、勿論他人の事も

気にとめなくなってしまう。



II (4) 「人間としての証を保障するたのに」 ・言し；；
「自立支援金」 七、 根本的な検討を

安田秋成さん（神戸仮設住宅：

支先telC
き
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s
m
-
—ー
三
零
-
n
-u.........•..
......... 
；
 

•••••••• 

‘
 

易

出

て

る

れ

て

。

、
．き

出

守

え

た

が

生

を

．
が

考

き

0

.
 

る

て

る

設

権

て

て

あ

ー

あ

仮

存

っ

に

も

と

が

ず

生

沿

か

声

間

題

ら

の

に
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、
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出
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が
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仮

ぃ

宅
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る

我

狐
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住

な

生

す
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ず

く
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L
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ヽ
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出

ま
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、
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。
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血 078-271-3008

「

OO度
も
引
っ
越
し
無
理
」

阪
神
大
震
災
の
発
生
か
ら
三
し
た
。
県
は
、
恒
久
住
宅
へ
の
仮
設
住
宅
の
扱
い
を
心
配
し
て
し
た
貝
原
俊
民
知
事
は
「
神
戸

幸
を
迎
え
た
十
七
日
。
兵
庫
一
時
移
転
支
援
策
を
出
し
た
も
い
た
入
居
者
ら
は
、
胸
を
な
で
市
の
判
断
を
無
視
し
て
押
し
つ

霞
仮
殴
住
宅
の
偲
因
霞
に
の
の
申
し
込
み
が
少
な
く
、
下
ろ
し
て
い
た
。
け
る
の
は
無
理
が
あ
る
j

と、

つ
い
て
、
三
毯
目
の
延
長
を
国
「
九
月
末
解
消
」
の
方
針
を
転

■誤
算

半

年

延

長

を

決

断

し

た

理

由

を

に
申
請
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
換
せ
さ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
県
庁
で
十
七
日
、
記
者
会
見
話
し
た
。
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九
月
末
で
も
、
神
戸
市
内
を
末
に
廃
止
し
た
後
は
、
建
物
を
げ
る
制
度
が
あ
る
が
「
短
期
間
宅
の
ケ
ア
に
当
た
っ
て
き
た
阪

中
心
に
約
一
万
世
帯
が
仮
設
住
補
強
し
一
時
的
な
準
公
営
住
宅
に
二
度
も
引
っ
越
す
の
は
高
齢
神
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
ネ
ッ

宅
に
残
る
。
現
場
を
あ
ず
か
る
に
改
良
す
る
構
想
も
視
野
に
入
者
に
は
無
理
」
と
申
し
込
ま
な
ト
ワ
ー
ク
副
代
表
の
黒
田
裕
子

神
戸
市
は
、
「九
月
末
の
解
消
は
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
戸
市
か
っ
た
。
「
九
月
末
に
使
用
期
限
さ
ん
は
「
『
九
月
末
の
仮
設
解

無
狸
」と
強
く
抵
抗
し
て
い
た
。
は

「ラ
ベ
ル
の
張
り
替
え
で
対
が
来
た
ら
、

市
と
け
ん
か
し
て
消
』
に
つ
い
て
住
民
の
不
安
は

県
の
打
ち
出
し
た

一
時
移
転
応
で
き
る
よ
う
な
段
陪
で
は
な
も
居
座
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
」

強
か
っ
た
。
仮
設
に
取
り
残
さ

の
た
め
の
支
援
策
に
対
し
て
い
」
と
反
対
し
た
と
い
う
。
と
ほ
っ
と
し
た
様
子
だ
っ
た
。
れ
る
の
で
は
、
と
思
っ
て
眠
れ

は
、
仮
設
住
宅
入
居
者
一
万
三

■入
居

者

神

戸

市

西

区

の

仮

設

住

宅

の

な

く

な

る

人

も

い

た

。

そ

れ

に

千
八
百
世
帯
の
う
ち
、
．
申
し
込
神
戸
市
沖
の
人
工
島
・
ポ
ー
女
性
(̂
o)は
つ
い
の
住
ま
い
の
無
狸
に
仮
設
住
宅
を
解
消
し
て

ん
だ
世
帯
は
約
二
百
世
帯
し
か
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
妻
（
六
邑
と
二
め
と
が
立
っ
て
い
な
い
。
「
家
公
営
住
宅
間
で
転
居
を
繰
り
返

な
く
、
大
き
な
誤
算
と
な
っ
た
。
人
暮
ら
し
の
無
職
石
地
文
治
さ
財
道
具
も
あ
る
の
に
何
度
も
引
せ
ば
、
そ
の
都
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ

「
住
環
填
の
悪
い
仮
設
住
宅
ん
（
七
o)は
来
年
三
月
、
被
災
者
っ
越
し
で
き
な
い
、
と
困
っ
て
ィ
ー
が
埠
れ
で
し
ま
ろ
。
今
回

で
の
生
活
は
三
年
岱
堅
介
」
と
向
け
の
災
害
復
興
公
営
住
宅
に
い
た
。
こ
れ
で
少
し
は
安
心
で
の
使
用
期
限
延
長
も
仮
設
の
実

し
て
「
九
月
末
解
消
」
に
こ
だ
入
居
す
る
予
定
だ
。
完
成
す
る
き
ま
す
」
態
を
反
映
し
て
の
こ
と
と
思

わ
る
県
は
、
仮
設
住
宅
を
同
月
ま
で
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
二
十
四
時
間
体
制
で
仮
設
住
ろ
」
と
評
価
す
る
。

．

仮設期限延長
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「自立支援食」の支給手続吉が始まった今、改めてその不十分さが問われて

[ l 

います。厳しい年齢・収入制限がその支給対象者の枠を狭くしています。 •

「被災者の実態・今の苦しさに対応できる内容に変えて欲しい」という声が

高まっています。（以下・被災者の電話相談に寄せられた声・サンTVより）

半壊で自宅修理の資金ない（灘区）

100万円では商売再開できない（長田区）

文化住宅半壊・家主は何もしない（尼崎）

マンション半壊2重ローンが苦しい（西宮）
そこで緊直提事として、阪神・浅路大震災救援・復騨県民令纏が兵庫県知事に

「基金900011.円を車り贔し、微災者に分配するよう」喜求しました。 11 I 
その楓撼について震災研究センクーの出口氏が次のように疇濱で訴えました。り

「限保有の復興基金9000●円を

想 ー取り崖せ」

{̂這で涙ば「一県ふやる・豆してし丘，支援策ーそ、仮設住宅居住者るび

／ ・・ 除外するというやり方は、今回成立した法にそんなことは規定さ

り れていない．県呪螂の措置だ．兵庫県知事は確かに9000,

億円の復興基金が呆有している．それを被災者救済にまわせば、 ． 

現在実施しようとしている支援策の。金額でも支援対象でも数倍 ：＇

の支援が可能になる．一括支給も実現でぎる．その決断は、貝原 ．

知事が握っている．国は現在すでに9000億円の利子補給の形l
で茎金に金をつぎ込んでおり、実際上も建前上も本体の9000:

億円の穴埋め・補填は直接国が行うことができる」 ！ 
またすでに実施している住宅補修や目営業者への利子補給・

明石大橋の夜間照明費用 (4億円）などは、基金の事業としてや I

らなくても一般施策でやれるとと、と指摘．国と県が震災のどさ

、一．くさにほんらい県や国が一般財瀕で実施なければならない事業

、まで「限られた復興基金」から支出し、被災者に直接回るべき金 ＼ 

、も浪費していると厳しく批判しました． ＼ 

、レ• ---••. -------
「復興基金」 9000億円乞取り崩し抜本的な櫨災者支擾蒙乞求める讀顧書に

ご協力下さい。
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地震防災と理科坂育―•学校三 櫨谷中学校・贅本格

-1995年兵庫県南部地震が学校と教育に突き付けた課題一

（地質学論集第51号より
連載シリーズ2 ------

大地の科学の軽視

日本の、理科教育の中で「大地（地 このとおリならば、地震の本質や原

地質）の科学」は著 Lく軽視さ 因については事実上「教えては

れてきた。またその内容も極めて不 ない」ことになり、震度と、マグニチ

I十分であった L、問題点も多い。す ュードの違いもきちんと分からなく l
Iでに、多くの高等学校で地質の授業 てもよいとも読み取れる。このよう ！

lは開講さえされていない。開講 Lて 1 な制限のもとに作られた教科書を使 i
1いても、地学を選択する生徒は極め って教えるのだから、生徒にとつて

て少数である。すなわち、中学にお は「おもしろくない」、教師にとって

ける理科教育が市民的素養として地 ！は「教えにくい」内容にならざるを

形と地質のことを学ぶ実質的な最終 得ない。

lの機会となっている。その中学では 一方そ、「大地の変化」を学習する

I 

i3年生で「大地の変化」の分野と L ,時期は、高校入試のための学習＝「入 ，

て扱われるが、さまざまな要因があ ！試問題の解き方」の練習をせざるを ・

．って極めて不十分である。 l えない時期でもある。そこではあり ，
： もっとも大きな要因は、学習指導 ！ もLない架空のモデル図を伎って、

｛要領による内容の規定と制限である。 一般的で無味乾燥な知識をつめこむ

i教科書の内容を規定 Lている中学校 ． 「地学教育」が行われることになる。 i
！の学習指導要領には、例えば地震に ， 文部省は「学習指導要領に書かれ

［っいては、「地震の体験や記録を基に、 ていないからといって禁止 Lている

iその揺れの大きさや伝わリ方の規則 わけではない」と問い合わせに答え

1性に気付くとともに、地震に伴う土 1 ていると聞く。しかし、教科書から

地の変化や災害についての認識を深 排除 Lていることは、実質的には禁

めること」（文部省． 1989) とある。 止と同義である。教科書が面白くな

lさらに指導要領の指導書には、「地震 いとか、教科書が一般的すぎるとか、
1の大きさ（震度）と規模（マグニチ 教科書が間違っているなどの理由が

！ユード）については、その違いを簡 あっても、教科書を離れて目標・教 1

i単に説明する程度とする」（文部省 材・展開などを自主編成をするとい ・i 1989) と、わざわざ制限まで設けて うことは、一般的にはそれほど簡単

ある。指導要領を検討する会議では なことではないからである。

「震度階は教えなくても良いことに 兵庫県南部地震が、理科教育に突 i

l Lよう」との意見もあったと聞く。 き付けた課題は、このような大地の1

{b) 

科学教育を根本的に見直 L、地域に

根ざLた「役に立つ」「面白い」「学
ぶに値する」大地の科学教育と Lて

組み立て直すことではないだろうか。

それは科学的で豊かな自然観・地球

観を育てるものであリ、結果的に、 1
数十年というオーダーの長期的な見 I

通 Lを持った真の防災教育につなが

一次号予告

るものでなければいけない。、

（次号につづく）

---------

《
「地域9に根ざ L、地域を学ぶ理科教育」

··• -・--
一ー ー・---・―--- •一•----- J 

震災3年半？被災地の学校は・ う
＾ し

子どもたちは今---〉
翡輝餅胃9
100 

9_，6. 
神戸市頁富市芦重市細古11而姫露市
直 61D

被害の大きかった被更地の営校の校舎は、

この 6月てすべて建て替えられ主した。

しか L左記のク・うフのように、児童数は

震吏前まで回復 Lていまヤん。

子どもたちの途中転出入が多く、その実餞は

ば硲湖湿忠庄雌澁翡完 次のように多くの複雑な問題をかかえています。

被更地咋、ますます、一人一人とかかわるゆとりが求められていえす。

時の経過と共に、個人の力では立ち上がれず、全国的な不況が追い打ちをかけ

被災地の経済的な悪化が復興の格差をますます大きくし、子どもたちの家庭を直撃してい

ます。「夫婦間のトラプル」で父親から姿を消すために突然居所も知らせず転校していっ

たままの cさん。震災で会社が倒産したため「偽装離婚」をして別居した dさん。「親と

しての養育義務が果たせないため、校区内の施設に変わってきた e君。夫婦間のトラプル

から学期末まで電車通学して頑張っていたのですが，とうとう離婚して転校していった f

君等，学期途中の転出入が多く，その経過の中にはほとんど子どもたちの思いは考慮され

るゆとりがない現状で・す。

一方学校の方でも教育の「復興」に伴い、教師の忙しさが元に戻り、子どもたちのフォ

ローが困難な状況です。震災後おかれた復興担当が、その学校の実情に応じての活動が保

障されず、報告書の作成に追われる実態があります。学期途中40人以上の学級が、年度

替わりに人数が減り、学級増にならずにスタートしたところ、 40人以上になり、一人一

人に行き届いた実践が難しいばかりか、教師自身も被災者としての心身の疲れがいつ症状

となって現れてもおかしくないほどストレスがたまってきています。

内う ＾ ←- し( )） 


